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衛星VDES導入に対する国際動向等を踏まえた

技術的検討の必要性

1. VDES（衛星コンポーネント）の使用周波数

2. 周波数割当計画

3. VDES（衛星コンポーネント）による干渉検討
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5. 干渉モデル
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周波数割当計画によるVDES用周波数の割当

WRC-19の結果を受け、我が国の周波数割当計画が下記抜粋のように改正された。

【周波数割当計画】別表３－４ 156.025-162.025MHz帯海上移動無線通信業務の周波数表（抜粋）

2. 周波数割当計画

w) 157.1875-157.3375MHz及び161.7875-161.9375MHz（第24、第84、第25、第85、第26、第86、第
1024、第1084、第1025、第1085、第1026、第1086、第2024、第2084、第2025、第2085、第2026及
び第2086チャネルに相当）の周波数帯は、VHFデータ交換システム（VDES）用として特定される。
VDESの地上部分及び衛星部分は、最新版のITU-R勧告M.2092に規定される。これらのチャネ
ルは、フィーダリンクに使用してはならない。これらのチャネルは、連続する複数の25kHzのチャ
ネルを結合して、50kHz幅、100kHz幅又は150kHz幅のチャネルとして使用することができる。こ
のチャネルの使用は、以下のとおり。
－ 第1024、第1084、第1025及び第1085チャネルは、船舶から沿岸、沿岸から船舶及び船舶か

ら船舶の通信に特定するほか、これらの通信に制約を課すことなく、船舶から衛星及び衛星
から船舶の通信に使用することができる。

－ 第2024、第2084、第2025及び第2085チャネルは、沿岸から船舶及び船舶から船舶の通信に
特定するほか、これらの通信に制限を課すことなく、船舶から衛星及び衛星から船舶の通信
に使用することができる。

－ 第1026、第1086、第2026及び第2086チャネルは、船舶から衛星及び衛星から船舶の通信に
特定し、VDESの地上部分に使用してはならない。

－ 第24、第84、第25及び第85チャネルは、船舶から沿岸及び沿岸から船舶の通信に特定する。

VDES（地球から宇宙）の使用は、同じ周波数帯で運用される地上システムに対して有害な混
信を生じさせ、保護を要求し、また、将来の発達を妨げてはならない。

2029年12月31日まで、第24、第84、第25、第85、第26及び第86チャネルは、デジタル変調を使
用する他の海上移動業務の局に対して有害な混信を生じさせ、又は保護を求めないこと及び影
響を受ける他の主管庁と調整することを条件として、最新版のITU-R勧告M.1084に規定されるア
ナログ変調でも使用することができる。

wa) 第一地域及び第三地域では、以下のとおりとする。
157.0125-157.1125MHz及び161.6125-161.7125MHz（第80、第21、第81及び第22チャネルに相

当）の周波数帯は、最新版のITU-R勧告M.1842に規定される連続する複数の25kHzのチャネル
を使用するデジタルシステムの利用に特定する。

157.1375-157.1875MHz及び161.7375-161.7875MHz（第23及び第83チャネルに相当）の周波数
帯は、最新版のITU-R勧告M.1842に規定される連続する2つの25kHzのチャネルを使用するデジ
タルシステムの利用に特定する。157.125MHz及び161.725MHz（第82チャネル）の周波数は、最
新版のITU-R勧告M.1842に規定されるデジタルシステムの利用に特定する。

（以下略）

z) ASM 1及びASM 2チャネルは、最新版のITU-R勧告M.2092に規定されるアプリケーション特定
メッセージ（ASM）に使用される。

zz) 第1027、第1028、第87及び第88チャネルは、港務通信及び船舶通航のための単一周波数ア
ナログチャネルとして使用される。
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新たな業務を導入する際には、周波数割当計画により、同一周波数及び隣接周波数を使用している既存業務との
共用（干渉）検討を行い、干渉を生じさせない又は生じさせたとしても許容できる範囲内である必要がある。

技術的検討（干渉検討）に必要な周波数配列の組合せ（干渉モデル）

VDES（衛星コンポーネント）と同一周波数及び隣接周波数を整理すると下図のような配列になる。

同一周波数利用システムへの干渉

 VDES（地上コンポーネント）： VDES（衛星コンポーネント）からの被干渉検討要

隣接周波数利用システムへの干渉

 VDE地域チャネル（CH 21-23及び80-83）： VDE地域チャネルはVDESと同様のVHFデータ交換（VDE）であるため、
VDES（衛星コンポーネント）と一体のシステムと考えられるため、干渉検討は不要と考える

アナログ音声チャネル（CH 1027、87、1028及び88）： VDES（地上コンポーネント）及びVDE地域チャネル導入の際
に検討済みのため、今回の干渉検討の評価対象から外せると考える
※ 平成28年度「海上通信システムの新たな利用における周波数共用のための調査検討」

 ASM及びAISチャネル（ASM 1/2及びAIS 1/2）： VDES（衛星コンポーネント）からの被干渉検討要

3. VDES（衛星コンポーネント）による干渉検討
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AIS及びASM（ご参考）

 船舶自動識別装置（AIS）

船舶自動識別装置（AIS：Automatic Identification System）は、船舶の位置情報や針路、船速などの航海情報、
船名や貨物の情報を定期的に放送し、他船から放送されたこれらの情報を常時受信し表示するシステムであり、船
舶の識別のために用いられている。周波数は海上VHFのAIS 1（161.975 MHz）及びAIS 2（162.025 MHz）チャネルが
用いられる。その他に、長距離用（衛星での受信用）として、CH75（156.775MHz）及びCH76（156.825 MHz）が用いら
れている。

AISでは、船舶の動向に関する情報だけでなく、アプリケーション毎に定義されたメッセージを交換できるアプリ
ケーション特定メッセージ（ASM：Application Specific Message）を利用することにより、安全航行に関する情報や任
意のメッセージ交換も可能である。通信文の交換が簡易に行える利便性のために、近年、ASMが少しずつ利用され
るようになってきている。

 ASM専用チャネル

AIS搭載船舶の増加に加え、AISを利用したASMの使用頻度が高くなってきたことから、徐々にAISチャネルが逼
迫してきたため、ASMのようなメッセージ交換はAISとは別のチャネルで運用させるべき検討がITU-R（国際電気通
信連合無線通信部門）で行われた。2015年世界無線通信会議（WRC-15）において、ASM専用チャネルの導入が全
世界的に認められ、2019年1月よりASM 1（161.950 MHz）及びASM 2（162.000 MHz）チャネルが使用できることと
なった。

VDESによるASMは、（AISによるASMでなく）ASM専用チャネル（ASM 1及びASM 2）を用いたASMの通信を示す。

4. AIS及びASMの使用周波数




